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第2回兵庫県臨床心理士会ＳＣ研修会・年次別研修会(2019初任者)

ＳＣ活動を軌道に乗せるための

具体的なＡＢＣ

兵庫県スクールカウンセラー／京都市ＳＣスーパーバイザー

阿 部 昇

●これからすること

①着任から半年を振り返って

出来たこと と 今後の課題

②ＳＣ着任時の「Ａ･Ｂ･Ｃ」

③ＳＣ活動「3つのＣ」
「スクールカウンセリング・バッテリー」

ってあるんじゃない…

④体験ワーク（技法･模擬授業）

①着任から半年を振り返って
～出来たこと と 今後の課題～

●グループに分かれる

●進行係・発表係を決める

●グループ・ディスカッション

●グループ毎発表

●意見の交換

●お答え出来ることがあれば…

②ＳＣ着任時の｢Ａ･Ｂ･Ｃ｣

Ａｉｓａｔｓｕ（挨拶）

～ぶれない対人姿勢

Business Style

～職業人としての姿勢

Clinical  Behavior

～臨床家としての行動

●Ａ
●Ｂ
●Ｃ

●「 ３原則」

カウンセラーをめざして、

●子どもとともに 。

●保護者とともに 。

●教員とともに 。

チェック
●着任時にすること(その１)
（１）校長室での挨拶（例）

・「自己紹介（書）」「週間勤務予定表」を提出する

・これまでのＳＣの勤務状況（への認識）を聞き、

自分に出来ること・自分のスタイルを知ってもらう

・「校務分掌」「年間行事計画」「校時表」などをもらう

・全校生徒への挨拶、アプローチを詰める

（２）着任日にすること（例）

・職員に挨拶、ＳＣに関係する分掌の教職員を中心に、

出来るだけ言葉をかわす

・年間勤務計画表を提出する
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チェック
●着任時にすること(その２)

（３）コーディネイタとの打ち合わせ

・これまでのＳＣ活動（への認識）を聞き、

自分に出来ること・自分のスタイルを知ってもらう

・勤務日の基本スケジュール

ケースの受け入れ方、ケースのインテークとフィード

バックの仕方を確認する

・ＳＣが参加する会議・委員会について

・ＳＳＷなど他職種との連携について

（４）全校生徒への挨拶、広報（「ＳＣだより」）

チェック
●時間をかけて取り組む課題

(その１)

（１）不適応予防のための企画

……ストレス・マネジメント、ＳＳＴなど授業
（教育プログラム）

（２）不適応対応のための企画

……別室登校生徒のセッションなど

（３）小―中連携のための企画

……子どもたちが中１ギャップを乗り越えるために

●ＳＣコーディネート
（コーディネーターの役割）

（１）学校とＳＣとの橋渡し
・例えば、ＳＣと担任との間で子どもの情報の
集約と伝達

・ＳＣの活動の周知など広報

（２）ＳＣのスケジュールの管理
・ケース会議・コンサルテーション・会議等

（３）ＳＣが勤務していない日の対応
・児童生徒の観察や対応
・相談の受付等

チェック
● 時間をかけて取り組む課題

(その2)

（４）発達障害理解と特別支援へのＳＣの役割

児童生徒のこころのケア、保護者と学校の連携の支援

生活指導、教科指導、進路指導、学級経営についても

教職員と対等に意見交換

（５）学校を取り巻く地域社会との連携

保・幼、ＰＴＡ、学校保健委員会、適応指導教室、

子ども家庭支援センターなどとの連携・懇談や研修会

●Ｃ Clinical  Behavior
～臨床家としての行動

●校内連携(｢チーム学校｣)に基づく
スクールカウンセリング

教職員との関係構築

ＳＣコーディネート

児童･生徒の問題への共通理解
(研修・授業・観察)

コンサルテーション・会議

カウンセリング面接
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スクールカウンセラー

●ＳＣの活動｢３つのＣ｣

Counseling

～児童生徒・保護者

Consultation

～教職員との協議

Class  Observation

～個と集団を観察

●Ｃ
●Ｃ
●Ｃ

●Ｃ Counseling
～来談しやすいかたちでどうぞ！

●ＳＣ vs 児童・生徒

●ＳＣ vs 保護者

●ＳＣ vs 児童・生徒と保護者（家族同席）

●ＳＣ vs 複数の児童・生徒（級友同席など）

●ＳＣ vs 児童・生徒と教員（同席）

●ＳＣ vs 保護者と教員（同席）

●ＳＣ vs 児童・生徒と保護者と教員（同席）

●スクールカウンセラーだより（生徒向け）
●スクールカウンセリング・バッテリー

……ってあるんじゃない

カウンセリング
面接

クラス観察
コンサル

テーション

●Ｃ Class Observation
～個と集団を観察

●ＳＣには
聴く仕事の前に
観る仕事が
待っている

●安易に「発達障害」と言わないで
―「多動」「衝動」には少なくとも幾つかの要因が―

●ＡＤＨＤかも、いや

●愛着反応かも、いや

●社会的役割の獲得不全かも

●ストレスが許容できる限界を
超えたのかも
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●子どもたちの特徴を

「型」として語る
『クラスまるごとアセスメント』

つまづき型・対人対処型

●つまずき型（誰でも弱点がある！）
―授業中に支えてあげたい6つの力―

●注意・集中力

●言語・理解力

●思考（に必要な）力（※）

●表現力（発言マナーを含む）

●記憶力

●冷静さ（立ち直る力）

●対人対処型（追い詰められたら）
―不安や緊張が高まると取る対人対処行動―

●孤立型

●受動型

●積極奇異型

●尊大型

●Ｃ Consultation
～教職員との協議

• 異なる専門性を有する者の間で行われる、

情報の伝達・共有、指導、助言を中心とした

援助関係の一つ。

• スクールカウンセリングにおいては、

教職員から間接的に情報収集するだけでなく、

自ら“面接”や“観察”を実施し、

それらに基づいて“コンサルテーション”をする
ことが出来る。

●コンサルテーションの構造
●教員からの間接情報に

基づくと……

●“面接”や“観察”に

基づくと……

子ども(たち)

教員

ＳＣ

子ども(たち)クライエント

コンサルティ

コンサルタント

コンサルテーション
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スクールカウンセラー

●ＳＣの活動 まだあるＣ!

Counseling  mind  研修

～兵庫県ＳＣは教員対象に年２回

教育プログラム

～ 授業 Class  lesson

会議

～校内委員会・Case Conference

～他職種との協働 Collaboration

●Ｃ
●Ｃ
●Ｃ

●ＣCounseling mind 研修

・兵庫県ＳＣは拠点校・連携校の教職員対象に年２回
カウンセリングマインド研修会（講師）

・内容は、

カウンセリングマインドに基づく生徒指導

児童･生徒の問題への共通理解を構築

・結果として、

ＳＣと教職員が児童･生徒の問題に協働で対応

することが出来る（チーム学校でのケア）

●“見立て”ための３つの視点（例）

育ち方
育て方育てる

手立て

生まれ
つき

将来もずっと

支える
(助ける)

手立て

何か
あった

から

なおす
(いやす)

手立て

1

2

3
●Ｃ 教育プログラム

～ 授業 Class  lesson

・ストレス・マネジメント系

・ソーシャルスキル・トレーニング系

・自己理解・自己肯定感を高めるワーク系

・etc.

～心理教育

～アセスメント

～ケア／セラピーへの架け橋

●緊急時の役割

●「見渡すこと」「見通すこと」

●「安全感・安心感」を拡げる

●「心理教育（心の変化への備え）」

●「つながること」「つなげること」

●サイコロジカル・ファーストエイド学校版
著： アメリカ国立子どもトラウマティックストレスネットワーク

アメリカ国立ＰＴＳＤセンター
訳： 兵庫県こころのケアセンター

大阪教育大学学校危機メンタルサポートセンター

●８つの活動内容
①被災者に近づき、活動を始める
②安全と安心感
③安定化
④情報を集める－いま必要なこと、困っていること
⑤現実的な問題の解決を助ける
⑥周囲の人との関わりを促進する
⑦対処に役立つ情報
⑧紹介と引継ぎ
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●見渡すこと（支援の対象）

(１)恐怖体験・ショック
によるストレスを受けた人

(２)喪失体験
によるストレスを受けた人

(３)抱えているトラウマに
刺激を受けて動揺した人

●見渡すこと と 見通すこと
（変化の予測・支援のタイミング）

１．ショック

２．否認(認めない)

３．怒りや悲しみの感情

４．何度も思い出す

５．新しい考え方・こころの持ち方

６．受容(ありのままを受け容れる)

７．適応(合わせて慣れていく)

のために工夫する

←落ち着き・安心
を与えてくれる人

←分かって
くれる人

←話を
聞いてくれる人

←一緒に
考えてくれる人

●スクリーニング
―支援対象と支援者を結び付ける―

●妥当性あるアセスメント

●観察／●情報

●もうひとつのスクリーニング
●コミュニケーション機会により

直接支援対象と支援者が
結び付く

●私たち（一芸ある心理士団）
のスタイル

●組織 ではなく ネットワーク
●支援そのもの よりも 関係性創造
●トップダウン ではなく ボトムアップ
●構造構築的 ではなく

オートポイエティック

●まとめ
・ＳＣという教育臨床職は、

「面接」だけでなく、「観察」「コンサルテーション」

「研修」「教育プログラム(授業)」「校内・校外連携」

など多様な用務が求められる有機的総合臨床職

・多様な用務を有機的に繋いだ時に、

ひとつひとつの用務はケアであり、

全体としてセラピスティックに機能する

※兵庫県臨床心理士会第51回研修分科会③
ケアとセラピーについて―教育領域での心理臨床から― より

第2回兵庫県臨床心理士会ＳＣ研修会・年次別研修会(2019初任者)

ＳＣ活動を軌道に乗せるための具体的なＡＢＣ
阿 部 昇
兵庫県スクールカウンセラー／京都市ＳＣスーパーバイザー

ご清聴

ありがとうございました


